
中学校において，関数の学習内容は次の通りである。

第１学年で，具体的な事象をもとにして，二つの数量の変化や対応を調べることを通して，比例・

反比例の関係を見いだし，対応表・式・グラフなどに表し，それらの特徴を考察する。

第２学年では，具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを

通して一次関数について考察し，関数関係についての理解を深める。その中で，変化の割合とグラフ

の特徴を理解するとともに，一次関数の利用や二元一次方程式を関数を表す式としてとらえることを

学習する。

第３学年では，具体的な事象の中で，関数ｙ＝ａｘ２としてとらえられるものがあることを知り，そ

のグラフの特徴と関数のとる値の変化の割合について考察する。関数ｙ＝ａｘ２の学習は，比例・反比

例及び一次関数以外の関数として取りあげ，一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂと比較して関数ｙ＝ａｘ２のグラフ

や変化の割合について考察し，関数的な見方・考え方を深めることが中心になり，二次関数としての

取り扱いは，高等学校の内容である。

中学校第３学年 数学科学習指導案

単元名： 関数ｙ＝ａｘ２

単元について

調査結果からみる課題



＜指導上の課題＞
表と式を相互に関連づけて，既習の内容を活用し数学的に考察し処理する指導が不十分である。そし

て，具体的な事象を取り上げる際，ともなって変わる数量を自ら見いださせ，関数関係を考察させる指
導が不十分である。また，関数関係を見いださせる際，生徒自ら見つけようと試行錯誤させたり，様々
な考えを比較検討させたりする授業になりえていない。

(１)指導内容・指導方法について

・ 生徒自ら見いだそうと考えさせる「既習の数学を基にして発展させる数学的活動」を計画

的に取り入れる。

・ 事象の中のともなって変わる数量をとらえ，関数関係を表と式を関連づけ数学的に考察し

たことを表現させる。

(２)「ことばの教育」との関連

「言語技術」を活用した指導を通して，生徒に付けたい力は次の通りである。

□ 具体的な事象の関数関係を式で表す場面

・・・・■ともなって変わる数量を見いだし自分の考えを書く力

■互いの考えを比較検討しわかりやすくまとめて＜書く・話す＞力

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理
数量，図形などについての

知識・理解

・具体的な事象や場面の数

量関係に関心を持ち，そ

の考察に関数ｙ＝ａｘ２

を用いて，問題解決しよ

うとする。

・関数ｙ＝ａｘ２の特徴を

表，式，グラフなどを用

いて調べようとする。

・関数ｙ＝ａｘ２の特徴を

表，式，グラフなどを用

いて，対応や変化の様子

から考察できる。

・具体的な事象の中から二

つの数量関係をとらえ，

変化や対応について数理

的にとらえ，見通しをも

ち論理的に考察できる。

・関数ｙ＝ａｘ２の関係を表，

式，グラフで表したり，そ

の特徴を読み取ったりす

ることができる。

・関数ｙ＝ａｘ２の変化の割

合を求めることができる。

・関数ｙ＝ａｘ２の表，式，

グラフを用いて，具体的な

事象を表現することがで

きる。

・関数ｙ＝ａｘ２の意味を理

解している。

・関数ｙ＝ａｘ２のグラフや

変化の割合などの特徴を

理解している。

・具体的な事象の中で，関数

ｙ＝ａｘ２の用い方を理解

している。

指導改善のポイント

単元の目標

正



（全１６時間）

次 学習内容（時数）
評 価

関 考 表 知 評 価 規 準 評価方法

一

・２乗に比例する関

数(１)
○

◎

・具体的な事象の中で二つの数量を取り出し，その関係に

関心をもち，操作，実験などを通して関数ｙ＝ａｘ２を

見いだし，考察しようとする。

・事象の中には，関数ｙ＝ａｘ２の形で表されるものがあ

ることを知り，ｙはｘ２に比例する関係であることを理

解している。

行動・発言

ノート
ワークシート

二

・関数ｙ＝ａｘ２(３)

表と式を関連づ

けてとらえる。

与えられた条件

から既習の内容

を活用して式に

表す。

具体的な事象の

関数関係を考察

する。

(本時３／３)

○

◎

・具体的な事象の中の二つの数量の関係を調べ，対応の決

まりを式で表し，ｙ＝ａｘ２で表すことができる関数に

ついて考察することができる。

・具体的な事象の中の二つの数量について，関数ｙ＝ａｘ２

の関係にあるものを式に表すことができる。
行動・発言

ノート
ワークシート

三

・関数ｙ＝ｘ２(１)

ｙ＝ｘ２のグラフ

をかいてその特

徴を見つける。

○

◎

・関数ｙ＝ｘ２のグラフに関心をもち，その特徴を調べよ

うとする。

・関数ｙ＝ｘ２について，表，グラフを表現することがで

きる。

行動・発言

ノート
ワークシート

・関数ｙ＝ａｘ２(２)

ｙ＝ａｘ２のグラ

フをかいて，それ

らのグラフを考

察する。

◎

◎

○

・関数ｙ＝ａｘ２について，表，グラフで表現することが

できる。

・関数ｙ＝ａｘ２について，ａの変化によりグラフがどの

ように変わるかを考察できる。

・関数ｙ＝ａｘ２のグラフの形，ａの意味及びａの変化で

グラフがどう変わるのかを理解している。

・関数ｙ＝ａｘ２の

値の変化(４)

変化の割合につ

いて理解する。

式と表とグラフ

を関連づけて考

察する。

○

◎

◎

○

・関数ｙ＝ａｘ２の変化に関心をもち，関数の値の変化の

割合を求めようとする。

・関数ｙ＝ａｘ２の関数の値の変化の割合を求めること及

び変化の割合から関数の増加・減少をとらえることがで

きる。

・関数ｙ＝ａｘ２の関数の値の変化の割合について理解し

ている。

・ｘの変域に関するｙの変域を求めることができたり，グ

ラフで表現することができたりする。

行動

ノート
ワークシート

四
・放物線と直線（４）

具体的な事象の

関数関係を見い

だし，表やグラフ

を利用して解決

することができ

る。

○

◎

◎

○

・関数ｙ＝ａｘ２について，表・式・グラフなどを用いて

考察することができる。

・実生活の中の事象で関数ｙ＝ａｘ２の関係にあるものを

見いだし，関数ｙ＝ａｘ２の式やグラフを活用しようと

する。

・関数ｙ＝ａｘ２の表・グラフ・式の特徴を活用して問題

解決できる。

・関数ｙ＝ａｘ２の特徴を活用できることを理解している。

行動

ノート
ワークシート

五
・まとめ(１) ワークシート

指導と評価の計画

指導改善のポイント②

指導改善のポイント①②

指導改善のポイント①②

指導改善のポイント①②

指導改善のポイント②



（１）本時の目標

具体的な事象の中の二つの数量について，関数ｙ＝ａｘ２の関係にあるものを式に表すことができ

る。

（２）本時の学習展開

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法

○関数ｙ＝ａｘ２の式，表につい

て想起する。

○具体的な事象の様子を理解す

る。

○横に 1 本，縦に２本直線を引く

操作回数(ｘ回)とそのときでき

る交点の個数(ｙ個)との間に関

数関係があることを確認する。

＜本時の目標＞

○ｘとｙの関係を，式に表す。

＜個人思考＞

各自，図を描いて交点の個数を

数えて表を完成する

＜ペア学習＞

・表の値を確認しあう。

○前時までの学習内容をもとに，見通

しをもたせる。

○場面を把握させるため，シミュレー

ションをして図を描いていくこと

で，イメージをもたせる。

○生徒にともなって変わる数量を見

いださせ，表現させる。

○まず表を書かせることで，どのよう

に変化するのか見通しをもたせる。

○図を描いたものを基に，交点の個数

を数えさせ，表を完成させる。

本時の学習

１ 既習の内容を復習する。

２ 本時の課題を把握し，見通しをもつ。

３ 関数関係をとらえ，表をもとにして式に表す。

具体的な場面で，ともなって変わる数量の関係を，式で表そう。

ともなって変わる二つの数量を確認しよう。

横に 1本，縦に 2本の直線を引く操作を 1 回として，この操作を何回も下の図のよ

うに繰り返します。操作回数がｘ回のとき，交点の個数をｙ個とするとき，ｙをｘ

の式で表しなさい。

1回目 2回目 3 回目 ・・・



ｘ(回) ０ １ ２ ３ ４ ５

ｙ(個) ０ ２ ８ 18 32 50

○表を基に規則性を見いだし，式

に表す。

＜個人思考＞

表から式を考えるとき，どのよ

うに考えたか振り返る。

＜グループ学習＞→＜全体交流＞

・自分の考えを基にして，他の生

徒と考えを交流し，解き方を比

較検討する。

・どうしてそのような考え方をし

たのかを説明できるようにす

る。

・ホワイトボードに各グループの

考えを書く。

・いくつかのグループの考えを発

表し合う。

○表の確認を全体で行う。

○既習の内容を黒板から想起させ，表

から式を考えるとき，ｙがｘの２乗

に比例する場合はどんな特徴があ

ったか気づかせる。

○見つけ出そうとしていたり，既習の

内容を使おうとしていたりする生

徒に肯定的評価をする。

○表から式を求めるときは規則性を

見つけて考えたことを思い出させ

る。

○ホワイトボードにグループで比較

検討した意見をまとめさせる。

(どうしてそのような考えをしたの

かという根拠の説明を加えさせ

る。)

○全体で説明するとき，わかりやすく

表現できるように工夫させる。

○生徒の表現をつないで，比較検討し

た考えを板書に残す。

○誤答が出てきた場合は，それを取り

上げ，どこに誤りがあるのか考えさ

せ，キーポイントにして考えさせ

る。

○各グループの考えを分類し，いくつ

かのグループの解決方法を発表さ

せる。また，説明する生徒の言葉を

用いて解決方法を整理させる。

○既習の内容を活用して解法を見い

だし，比較検討することにより，互

いの考えをつないで解決する数学

のよさに気づかせる。

＊ｘ＝０のときｙ＝０だから

比例になる。

＊ｘが２倍，３倍になるとｙ

が２２倍，３２倍になってい

るので２乗に比例する関数

だ。

(表を横に見て，既習の内容

を活用して 2 乗に比例する

関数であることを見いだ

す)

ともなって変わる数量を見いだし

自分の考えを書く力

互いの考えを比較検討しわかり

やすくまとめて＜書く・話す＞力

＊ ｙ＝ａｘ２だから，ｙ÷ｘ２

で比例定数のａがわか

る。(表からｙ÷ｘ２が一

定で比例定数と一致した

ことを活用する）

ｘ＝１のときｙ＝２だか

ら，２÷１２＝２÷１＝２

したがって，

ｙ＝２ｘ２

他の値のときにｘに数値

を代入しても成り立つこ

とを確認する。

授業改善のポイント

・既習の内容を使い自分の考えをも

たせる。

・生徒の考えを基にグループや全体

で考えを練り上げる。

・生徒の表現をつないで解決方法を

整理する。

・根拠を明確にしてわかりやすく説

明させる。



○類似問題により，理解できてい

るかを確認する

○ペアトークで，今日わかったこ

とを確認しあう。

○類似問題により各自理解度を確認

させる。

○わかったことを言葉で表現させる

ことで本時の内容を再確認させる。

具体的な事象

の中の二つの

数量について，

関数ｙ＝ａｘ２

の関係にある

ものを式に表

すことができ

る。

ワークシート

この課題で操作回数がｘ回の

とき，できた直角の個数をｙ

個とするとき，ｙをｘの式で

表してください。

ｘ ０ １ ２ ３ ４

ｙ ０ ８ 32 72 128

ｙ＝８ｘ２

４ 今日の学習の「具体的な場面で関数関係をとらえ，式に表した過程」を振り返る。


